
小郡市食と農の複合施設
に関する調査報告会

平成３０年６月２７日 (水 )

小郡市環境経済部農業振興課



◆これまでの経緯

○H26「小郡市食料･農業･農村基本計画」策定

■大規模農業経営と家族農業経営
双方の維持・発展が、農業振興にとって不可欠である。

○H28「小郡市農産物直売所多面的機能実態調査」の実施

■既存の直売所の現状・課題の整理
☆直売所の役割は重要だが、中長期的に課題の解決を図る
必要がある。

○H29「小郡市食と農の複合施設基本調査」の実施

■直売所＋αの視点
☆農業振興に寄与する新たな機能（施設）の必要性を整理
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◆小郡市の現状と特性

○九州の縦と横の高速道路が
交わる「クロス・ロード」
に位置している。

○福岡都市圏や久留米市に近
く、交通の便が良いことか
ら、ベッドタウンとして成
長してきた。

○農業が基幹産業であり、
米・麦・大豆を中心に多く
の農産物が生産されている。
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◆小郡市の課題

○「交通至便」であるにも関わらず、多くの人やモノを
呼び込む機能（施設）が整備されていない。

○地域を代表する「ブランド農産物」や「特産品」が少
ない。

○豊かな自然環境（花立山、宝満川、田園）を活かした
まちづくりが不十分である。

○歴史的建造物（神社・仏閣、松崎宿、小郡官衙遺跡）
をはじめとする観光資源がありながら、知名度は高く
ない。
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◆小郡市の現状・課題（まとめ）と対策
分野 現状と課題 対策

地勢・

土地利用

・宝満川や花立山等の豊かな自然環境があ
る。

・自然環境の活用を目指しソフト面の充実を
図る。

交 通
・交通至便な「地の利」を活かした地域の
特徴づくりが打ち出せていない。

・「クロスロード」の地の利を活かしたまち
づくりを行う。

人 口
・少子高齢化が進行し、人口は緩やかに減
少することが想定される。

・若年層を呼び込むことの出来る魅力的なま
ちづくりを進める。

産業

（農業）
・地域を代表するブランド農産物が少ない。

・農産物のブランド力を高めるとともに、特
産品の開発を進める。

産業

（観光）

・歴史・文化的資源に代表される観光資源
が点在しているが、市内外住民の認識は十
分ではない。

・「食」をテーマに新たな観光の特色を作り
出し、それをツールに市内の多くの観光資源
をＰＲする。

地域ブランド力 ・地域ブランド力は高いとは言えない。
・認知度、魅力度、情報接触度等を向上させ、
地域ブランド力の向上を図る。

広域集客・

交流機能

・広域集客・交流のための機能及び施設が
整備されていない。

・ハード面のみならず、広範囲に訴求する魅
力づくり（ソフト面の充実）を図る。

雇 用
・市民アンケートでは、雇用の場の創出を
求める意見が多い。

・農商工連携を用いた地域振興を推進し、雇
用機会の増大を図る。5



◆課題解決のため必要な機能（施設）とは

○小郡市の「地の利」を活用した、市内外から「にぎ
わい」を呼び込む機能（施設）

○基幹産業である農業を活かし、農業振興・農業所得の
向上を促す機能（施設）

○小郡市が持つ「資源」（自然環境、観光資源）の情報
を発信するとともに、それらを活用する機能（施設）

☆小郡市の「ブランド力」や「知名度」を向上させ、産
業（農・商・工）の振興を図ることができる。

これらの機能を持った施設を整備する
ことで…
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◆施設の基本コンセプト

『クロス・ロードの地の利を活かして

人・モノ・情報・知恵（技術）を呼び込む

拠点となる食と農の複合施設』

☆小郡市の「地の利」と、基幹産業である「農業」を
活かしつつ、消費者の関心度が高い「食」の機能を兼
ね備えた施設にすることがふさわしいと言える。
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◆基本コンセプトのイメージ図
 

 

 
九州中から人、モノ、知恵・情報が集まるクロス・ロード 

 
食と農の複合施設 

小郡市 クロス・ロードの考え
方 

人、モノ、知恵・情報 

人、モノ、知恵・情報 

農林漁業の振興 

農泊 

加工品の提供 

新商品開発 

交流・連携 

安全・安心な農

林水産物の提供 

食育 

観光の振興 

商業の振興 

創業・雇用の創出 

 
市民が誇れるまちづくりのシンボル 

 
内外へのシティープロモーション 
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◆施設の４つの目標
目標１

市内農業の活性化と賑わいづくり

目標２

市内の観光資源と豊かな自然環境の有効活用

目標３

地域ブランド力の向上と特産品開発

目標４

雇用創出と創業支援
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◆目標達成のための４つの基本方針

地元産品及び九州
各地の物産の販売

○農産物や特産品の販
売拠点とし、農業活性
化と賑わい作りの拠点
とする。

○既存の直売所等と連
携する。

○市内の事業者が集い、
連携を創出する。

○九州各地から優れた
食の特産物等を集めた
「九州の匠」商品を販
売する。

特産品開発と
6次産業化推進

○商品開発の研究・加
工の場として活用する
ことで、農産物の商品
開発を促進する。

着地型観光とアウ
トドア体験の推進

○豊かな自然環境や観
光資源を活用し、着地
型観光の拠点とする。

○オートキャンプ場、
RVパーク等の「アウト
ドア体験」が可能な施
設とする。

○「食」のニーズが高
まっていることをふま
え、「農」「食」「観
光」の連携を図る。

民間活力の活用

○新施設が持つ各種機
能の企画及び運営等に
ついて、民間事業者の
活用を検討する。
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◆他市町村の先進事例（参考）
項目 施設の態様 事例一覧

①道の駅・直売所等

「重点道の駅」や「モデル道の駅」
に選定されている施設もしくは地域
商社機能を備えている直売所等

①道の駅うつのみやろまんちっく村
②平田観光農園
③伊賀の里モクモク手づくりファーム
④おおむら夢ファーム シュシュ
⑤道の駅川場田園プラザ
⑥道の駅内子フレッシュパークからり
⑦道の駅どまんなかたぬま
⑧道の駅発酵の里こうざき
⑨うなぎの寝床
⑩里山商会KOKURA
⑪伊都菜彩
⑫さいさいきて屋
⑬農協市場館 六甲のめぐみ
⑭ファーマーズマーケットいとまん
うまんちゅ市場

⑮道の駅うきは

②着地型観光の拠点
観光情報発信拠点としての機能を有
し、着地型観光の拠点である施設

⑯道の駅「花の駅・千曲川」
⑰道の駅四万十とおわ

③アウトドア拠点施設

自然環境を活かし、「食と農」を
キーワードにしたアウトドアサービ
スを提供している施設

⑱ザ ファーム
⑲中伊豆ワイナリー Chateau T.S
⑳ぶどうの樹 海岸通り グランピング福岡
～海風と波の音～11



①道の駅うつのみやろまんちっく村
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⑤道の駅川場田園プラザ（群馬県利根郡川場村）
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⑥道の駅内子フレッシュパークからり（愛媛県内子町）
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⑯道の駅花の駅千曲川（長野県飯山市）
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⑱ザファーム（千葉県香取市）
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◆提案する３つのビジネスモデル

モデルＡ

特産品の開発・流通促進モデル

モデルＢ

着地型観光の拠点モデル

モデルＣ

アウトドアライフ体験拠点モデル
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モデルＡ

特産品の開発・流通促進モデル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

他地域 本施設 
・農産物直売所や物産館、飲食施
設等を中心とする。

・九州各地から、優れた食の特産
物やお土産等（九州の匠）を集め、
仕入から販売までを行う。

・特産品の開発・加工を行う「加
工場」や、商品流通の拠点となる
「地域商社」の機能を設置する。

☆新たな特産品の開発を行うと同
時に、他の「道の駅」や地域商社
等と連携し、品揃えの強化や販路
開拓を行う。
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モデルＢ

着地型観光の拠点モデル

・着地型観光を促進するため
に、発着地機能や情報発信機
能の役割を果たすための拠点
を設置する。

・観光客の回遊性の上昇を目
指し、市内及び近隣市町の観
光資源等との連携を図る。

☆「食」や「農」の素材を、
観光資源として磨き上げるた
めのプラットフォームを構築
する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本施設 
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モデルＣ

アウトドアライフ体験拠点モデル

・交通の利便性が高く、かつ、
豊かな自然が残っているという
市の魅力を活かした施設を設置
する。

・「グランピング」や「ＲＶ
パーク」の要素を取り入れた施
設を設置し、都市住民が気軽に
アウトドアライフを楽しめる場
とする。

☆「アウトドア」と「食」を組
み合わせた「体験」の提供が可
能な機能を設置する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲食施設 

（ＢＢＱ等） 

 

農産物 

直売所 

 

本施設 
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◆近隣市町の（競合）施設との関係

○近隣市町の「道の駅」と農産物直売所：

10km圏内：６施設（道の駅くるめ，みなみの里など）
20km圏内：２施設（三連水車の里あさくら，道の駅

吉野ヶ里など）

○産直コーナーを設けたスーパーマーケットも多数立地
している。

☆一般的な「道の駅」(農産物直売所＆レストラン＆観光情報センター)

の機能のみでは、競争に負けてしまう可能性がある。

さらに
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◆調査報告のまとめ

「基本コンセプト」「目標」「基本方針」を体現する上で、
各ビジネスモデル単独では不十分である。

モデルAを軸とし、B,Cの機能を複合させた施設とする
ことが望ましい。

※ただし、全ての機能を同時に整備することは難しい。
☆選択するモデルやその優先順位、必要とする機能や複合
的な効果等について、今後、充分に研究・検討を行う必要

がある。
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